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装 置と使用 手 順 概 要

Myotalea®  
Lip Seal Trainer 

Myotalea® Lip Trainer™

MRCは1989年、筋機能矯正と顎関節症治療を目的に筋機能矯正装置システムを発表しました。その後2006年 
には、積極的に歯列弓の発育を促すDynamicore™を特徴とするMyobrace®システムが紹介されました。

2019年、Myotalea®が歯科矯正、顎関節症、睡眠呼吸障害のための積極的な筋機能療法において前進的な 
シリーズとしてリリースされました。

W O R L D ' S  F I R S T  A C T I V E  M Y O F U N C T I O N A L  A P P L I A N C E  S Y S T E M

舌、口唇、顎、咽頭の筋肉の強化



筋機能治療の新パラダイム
 
“最新の文献では、筋機能療法が無呼吸-低呼吸指数
を成人で約50％、小児で62％低下させることが明ら
かにされています。酸素飽和度最低値、いびきや眠気
の症状は成人で改善します。筋機能療法は、その他の
閉塞性睡眠時無呼吸治療の補助となる可能性があり
ます。”1

Myofunctional Research Co.（MRC）は2010年
に、呼吸、舌、嚥下、口唇の簡単なエクササイズを含む
Myobrace® Activitiesを導入することで、 
Myobrace®システムの有効性を強化しました。 
Myobrace®、Myosa®システムは共に、口腔周囲筋の
機能改善だけでなく、鼻呼吸の確立、口唇と舌位の是
正に働きかけるものではありますが、筋肉の強度を改
善するには効果が不十分です。2

矯正治療や顎関節症、睡眠呼吸障害で来院する患者
は、舌、口唇、顎の筋肉が弱いことが多いです。3上気
道の筋肉（咽頭筋と舌骨上筋群）の低緊張と虚脱も
BDSでよく見られる所見です。4

筋機能療法（MFT）は、これらの問題を解決するため
に用いられており、効果的ですが、特にコンプライアン
スが悪く予知性が低いという点で、非効率な面があり
ました。5

口呼吸は、不正咬合、顎関節症、睡眠障害の主な原因です。

不正咬合、顎関節症、睡眠呼吸障害を改善するどの
治療法も、筋肉の強度と緊張度の改善を治療の中に
取り入れる必要があります。MRCの舌、口唇の筋機能
エクササイズ用装置（Myotalea®）は、口唇、舌、顎の
筋肉と、舌骨上筋群の筋力改善が1つの装置で行える
総合的なシステムです。
さらに、気道閉塞の原因となる咽頭筋および舌骨上
筋群の筋力低下は、TLJやTLP装置を使ったエクササ
イズを、顎を斜め上にあげた状態で行うことで改善す
ることができます。

閉塞性睡眠時無呼吸は、睡眠中の上気道筋の緊張低
下によって起こり、同時に下咽頭の筋肉の虚脱を伴い
ます。外舌筋であるオトガイ舌筋は特に関連していま
す。6

Myotalea® TLJ 
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筋機能治療の新パラダイム

世界初、積極的に筋力 
トレーニングが行える 
口腔内筋機能装置
 
不正咬合、BDS、顎関節障害、頭蓋顔面の発育不全 
のある患者には、舌、口唇、顎の筋力不足が見られま 
す。これらの筋肉は、理想的な成長と機能には欠かせ 
ないものです。これらの筋肉を対象としたエクササイ 
ズは、長年使われてこなかったことによる筋力不足 
を解消します。
Myotalea®TLJは、特に舌、口唇、顎、咽頭および 
舌骨上筋群を積極的に強化するように設計された 
世界初の口腔内筋機能装置です。Myotalea®TLJの 
開発により、口唇閉鎖、舌、また咽頭と舌骨上筋群の 
筋力強化だけでなく、鼻呼吸への移行を、一つの総 
合的な装置システムで実現することができるようにな 
りました。

口腔内に装着した Myotalea® TLJ

MYOVOSA ® - 
慢性的な口呼吸者のための
構造
慢性的な口呼吸の患者は、Myobrace®やMyosa® 

装置を夜間就寝中に口腔内に保持することが困難な
場合があります。Myotalea®TLJ装置の新機能によ
り、今後Myobrace®やMyosa®装置を使用する患者
に対して効果的な治療を行うことができます。
TLJ装置のMYOVOSA®の開口部を口唇で繰り返し
閉じることにより、慢性的な口呼吸を鼻呼吸に移行さ
せることができます。また、TLJは下顎を前方位にする
ことで、咬合を挙上させ、気道を開きます。この目的で
使用する場合、日中1時間使用してもらいます。1～2
ヶ月間、毎日使用することで、慢性的な口呼吸の患者
でも、夜間就寝中のMyobrace®、Myosa®などの保持
力が改善します。

 TMJ 
エアースプリング

Myotalea® TLJ - 断面図

Myotalea® TLJ 

装置の特徴
• リッププレスチューブは、口唇閉鎖を改善し、 

鼻呼吸を確立するために必要な口唇の筋肉を 
強化します。 

• タンプレスチューブは、舌の筋力と位置を改善 
します。

• TMJエアースプリングは、顎関節とこれに関連 
する筋肉の機能を改善します。

• Myo Variable Opening Sleep Aperture 
(MYOVOSA®)は、口呼吸から鼻呼吸への移行を
補助します。

適用
 ✔ 小児、成人向けのMyosa®治療の一環として使用

する。
 ✔ Myobrace®の呼吸及び舌のアクティビティ実施時

に使用する。
 ✔ 口唇、舌、顎および咽頭の筋力強化が必要な場合、

筋機能療法の補助装置として使用する。
 ✔ 舌骨上筋、咽頭筋群の筋力強化のため、顎を上に

あげた状態で使用する。

タンプレスチューブ

MYOVOSA® 
Variable Opening 
Sleep Aperture

リッププレスチューブ



TONGUE, LIP AND JAW (TLJ)  
APPLIANCE 

Myotalea® TLJは、舌、口唇、顎の筋肉を積極的に
鍛えることのできる口腔内筋機能装置です。また睡眠
呼吸障害（BDS）の症状を示す患者さんの多くは、の
どや咽頭部の筋肉が弱く、これらの筋肉を対象にした 
エクササイズもあります。こういったエクササイズは、
筋機能矯正治療やTMJBDS治療に不可欠です。

Myotalea® TLJは以下を含む軟組織の悪習癖改善
を目的とします。
• 習慣性口呼吸
• 安静時に口唇が開く
• 低位舌
• のどや気道の筋肉が弱い
• 不正な嚥下パターン

使用方法
TLJはエクササイズの機能の利点を最大限に生か
すために、最初は一日2回、3分間ずつ行うことを推
奨します。以下のシンプルな手順で筋肉の強化を
図ります。現在の筋機能に応じて徐々に推奨時間
まで時間を延ばしてください。また筋力強化のため
には、筋肉が疲労するまで行うことが重要です。

2

舌
舌で押えてキープ
• タンプレスチューブを

上に向けて、TLJを口
腔内に挿入します。

• 舌でタンプレスチュ
ーブを口蓋に押し付
けます。

• ３回呼吸する間、 
その状態を保持し、
口唇を閉じた状態で
鼻から軽く呼吸してく
ださい。

• 顎を上げて行う方法* 

口唇 
口唇で押さえて 
キープ
• TLJを口腔内に挿入

し、リッププレスチュー
ブを口唇に挟みます。

• 口唇をしっかり閉じな
がらリッププレスチュ
ーブを圧縮します。

• ３回呼吸する間その
状態を保持し、口唇
を閉じた状態で鼻か
ら軽く呼吸してくだ
さい。

• 顎を上げて行う方法* 

顎
顎で押さえてキープ 
• TLJを口腔内に挿入

し、違和感なく歯に適
合していることを確認
してください。

• 両側で軽く噛んで後
方のエアースプリング
を圧縮してください。

• ３回呼吸する間その
状態を保持し、口唇
を閉じた状態で鼻か
ら軽く呼吸してくだ
さい。

• 顎を上げて行う方法*

1 1

2 2

Tongue

Tongue

*顎を上げて行う方法：のどと気道の筋力を改善するために 
頭を後ろに傾けながら練習してください。

1

適応
Myotalea® TLJは睡眠呼吸障害や
顎関節症の症状がある場合に使用
します。
舌、口唇、顎、のど、または気道周
囲の筋肉に緊張低下のある患
者にはMyotalea®治療が適
しています。

手順
歯科医師の指示があれば、下記の一連の手順でエクササイ
ズを行うことも可能です。

下記を同時に行う 
舌で押えてキープ  
 口唇で押えてキープ 

（呼吸3回分）

舌で押えてキープ 
（3セット）

口唇で押えてキープ 
（3セット）

顎で押えてキープ 
（3セット）

下記を同時に行う 
舌で押えてキープ  
 口唇で押えてキープ 

（呼吸3回分）

応用編 
顎を上げて行う方法  
顎を上げた姿勢で左記の一
連の手順を行います。頭頸部
や顎に違和感がない程度の
角度（目安は目線斜め上45
度程度）で行うようにしてく
ださい。 

STRENGTHENS TONGUE,  
LIP AND JAW MUSCLES

カラー：クリア サイズ：スモール、ミディアム、ラージ



TONGUE AND LIP PRESS (TLP) 
APPLIANCE 

Myotalea® TLPはTLJに先駆けて開発された装置で、 
顎関節の機能以外は、TLJと同様の目的で使用します。 
TLPは口唇、舌、咽頭の筋肉を鍛えるために様々な段階で
使用することができます。TLPよりもTLJの使用を推奨しま
すが、TLJの使用が難しい場合は、代替としてTLPを使用
することができます。

FOR STRONGER 
LIPS AND TONGUE

使用方法
歯科医師からの指示により、下記の一連の手順で 
エクササイズを行うことも可能です。

ストラップ用ホール

ハンドル

TONGUE PRESS LIP PRESS

TLP-S (ソフトタイプ)
TLP-Hでの練習が難しい場合
は、柔らかい素材のTLP-Sを使用
してください。

2段階の強度選択

設計上の特徴
• プレスチューブを口唇にくわえてトレーニングすることで、

口唇閉鎖と鼻呼吸を改善します。
• プレスチューブを舌と口蓋の間に挟んでトレーニングをす

ることで、舌の強度と安静位を改善します。
• 顎を上げて行う方法：舌で押さえてキープのエクササイズ

を、顎を上げた姿勢で行うことで、舌骨上筋、咽頭筋群を 
強化することができます。 

適用
 ✔ 顎関節のエクササイズ以外は、TLJと同様に 

使用します。
 ✔ TLJに代わるよりシンプルな装置です。
 ✔ 筋機能療法の補助装置として使用することができ

ます。

応用編 
顎を上げて行う方法 
顎を上げた姿勢で上記の一連の手順を行います。頭頸部や顎に違和感がない程度の角度（目安は目線斜め上45度程度）で行うようにしてください。

舌で押さえて 
キープ

（呼吸5回分）

口唇に挟んで 
キープ

（呼吸5回分）

口唇の開閉運動
（5セット）

口唇に挟んで 
キープ

（呼吸5回分）

舌で押さえて 
キープ

（呼吸5回分）

舌の上下運動
（5セット）

TLP カラー：
ブルー、クリア

プレスチューブTLP-H (ハードタイプ) 
舌と口唇の力をより強化するために
は、硬い素材であるTLP-Hを使用 
してください。



LIP TRAINER ™ (LT) 
APPLIANCE

LIP STRENGTH

リップトレーナーを使用して、5分間のエクササイズを 
毎日2回行う必要があります。

1. ストラップをMyobrace®タブの穴に通してLip 
Trainer™に取り付けください。

2. ストラップの穴から下方に押して、ストラップを引いて
所定の位置に固定します。

3. リップバンパーを下に向けてLip Trainer™を口に 
入れてください。

4. Lip Trainer™を口唇で覆い、口唇を閉じた状態を 
保って、ストラップを水平に引っ張ってください。

5. Lip Trainer™が外れた場合は、Lip Trainer™を口腔
内に戻し、口唇で保持できる程度の力で引っ張ってく
ださい。

6. ストラップをわずかに上下することで、上唇や下唇の
トレーニングにもなります。

7. この練習を5分間続けてください。

Myotalea® Lip Trainer™は、口唇を閉じる適切な力と口唇の筋肉を鍛え
るように設計されています。多くの患者に口唇閉鎖不全の徴候があり、口輪
筋の低緊張が認められます。Lip Trainer™は口唇閉鎖を改善し、嚥下時のオ
トガイの過活動を抑制するために口唇の筋肉を鍛えるとともに、ストレッチ
も行います。Myobrace®、Myosa®治療のどの段階でも使用することが
できます。口唇閉鎖と鼻呼吸の獲得は、Myosa®治療を通して、ま
たMyobrace®治療の終了段階では特に重要です。

設計上の特徴
• 理想的なアーチ形状によって、口輪筋に完璧にフィッ 

トし、ストラップと組み合わせることで、筋肉を鍛える 
ことができます。

• ストラップを取り付けることで、装置を異なる方向に 
引っ張ることができ、口唇の筋肉の各部位を単独で鍛 
えることもできます。

• リップバンパーが下唇に当たることで、嚥下時のオト 
ガイ筋の緊張を抑制します。

適用
 ✔ Myosa®、Myobrace®治療のどの段階でも使用可能 

ですが、特に治療の最終段階での使用に適しています。
 ✔ 口輪筋を鍛えます。
 ✔ 嚥下時のオトガイの緊張を抑制します。
 ✔ 口唇閉鎖不全の患者が口唇閉鎖を獲得するのに 

適した装置です。
 ✔ 口唇閉鎖不全に働きかけることにより、鼻呼吸への 

移行を補助します。
 ✔ 筋機能療法の補助装置として使用することができます。

 
１つで２つの装置

Lip Seal 
Trainer

Lip Trainer™

理想的なアーチ形状

リップバンパー

ストラップは、Lip Seal Trainerとして使
用することもできます。 カラー： 

ブルー、ピンク、クリア

使用方法



LIP SEAL TRAINER (LST) 
APPLIANCE

LIP SEAL

Myotalea® Lip Seal TrainerはLip Trainer™の
付属品となっており、ストラップとして使用すること
で、Lip Trainer™を異なる方向に引っ張り、口腔周囲
筋のトレーニングを可能にします。 
Lip Seal Trainerは単独で、口唇閉鎖と筋力の改善
のために使用することができます。リップシールスペー
ドとトレーニングボードの2つの構造が備わっていま
す。

リップシールスペードまたはトレーニングボードを口
唇で挟んで保持することで、習慣的に口唇が開いてし
まう状態を改善します。Myobrace®またはMyosa®

装置と併用して、難易度を上げて使用することもでき
ます。トレーニングボードを口唇で簡単に保持できる
ようになったら、リップシールスペードでの保持に進
むことができます。リップシールスペードの保持は応
用編のトレーニングで、さらに強い筋力が必要になり
ます。

使用方法
まずはMyobrace®装置との併用でLip Seal 
Trainerを使用することが推奨されます。 

1. Lip Seal Trainerを口唇の間に置き、 
縁をMyobrace®装置に接触させてから 
口唇を軽く閉じて、一定の位置で保持 
します。Myobrace®装置装着中に 
この状態を10分間維持します。

2. Myobrace®装置を外し、Lip Seal 
Trainerのみで、もう2分間保持し 
ます。担当歯科医師の指示に従い、 
5分間のLip Trainer™のエク 
ササイズと併せて、1日2回行っ
てください。
個人の状況によって、担当歯科医師の指示が
異なる場合があります。

Lip Trainer™ 

の付属品です

Lip Trainer™

リップシールスペード

二通りの使用方法： 
Lip Trainer™のストラ

ップとしても使用するこ
とができます

トレーニングボード

トレーニングボード

リップシールスペード

カラー： 
ブルー、ピンク、イエロー、クリア

設計上の特徴
• トレーニングボードは、口唇閉鎖をトレーニングする

初心者用の構造です。
• リップシールスペードは、口唇閉鎖をトレーニングする

上級者用の構造です。
• Lip Trainer™と併せて使用することで、より口唇を鍛え

て口唇閉鎖を改善することができます。

適用
 ✔ 確実に口唇を閉じることができるように、Myobrace®、 

Myosa®装置を装着しながら使用します。
 ✔ Myobrace®、Myosa®装置を装着せずに、口唇閉鎖を

習慣づけるトレーニングにも適しています。
 ✔ 口唇閉鎖中のオトガイ筋の緊張を抑制します。
 ✔ 筋機能療法の補助装置として使用することができま

す。



使用手順

国際特許。 詳細はMYORESEARCH.COMをご覧ください。

下記のMyotalea®使用時期と使用手順は、推奨される一例ですが、担当歯科医の評価に基づき、治療中 
いつでも治療に追加が可能です。Myobrace®、Myosa®、またTMJBDS®は、呼吸、口唇、舌位の改善を図る 
一方、Myotalea®は、筋力と機能に働きかけます。Myotalea®は、筋機能のアクティビティを補助するために 

設計された装置で、Myobrace®、Myosa®、TMJBDS®と併用する必要があります。
詳細情報は、MRC protocolをご参照頂くか、MRC講習会にご参加ください。 

鼻呼吸を確立して、舌の力を改善するために、 
まずはTLJを使用します。正しい嚥下と口唇閉鎖
を可能にするため、また筋機能改善の仕上げと
してLip Trainer™とLip Seal Trainerを使用し
ます。Myobrace® Kシリーズが例として使用さ
れていますが、上記のMyotalea®の使用例は、ど
のMyobrace®とも併用可能です。

TLJは、鼻呼吸の確立を促し、舌骨上筋群を鍛え
て舌の力を改善するために、治療開始時から使用 
します。Lip Trainer™とLip Seal Trainerは、正し
い嚥下と口唇閉鎖を獲得するために、治療 
2ヶ月目以降に使用します。

TLJは、鼻呼吸を確立し、舌骨上筋群を鍛えて
舌の力を改善し、また顎の筋肉をトレーニング
するために、治療開始時から使用します。Lip 
Trainer™、Lip Seal Trainerは、正しい嚥下と
口唇閉鎖を獲得するために、治療2ヶ月目以降に
使用します。

TALEA GREY
CMYK  0 / 0 / 0 / 60
RGB  128 / 130 / 133
HEX  808285
BLACK 60%  

TALEA PINK
CMYK  0 / 80 / 58 / 0
RGB  241 / 91 / 93
HEX  F15B5D

MYOSA DARK BLUE
CMYK  76 / 26 / 0 / 67
RGB  0 / 69 / 101
HEX  004565
PANTONE  303  

MYOSA MEDIUM BLUE
CMYK  85 / 24 / 0 / 50
RGB  0 / 89 / 130
HEX  005982
PANTONE  7691

BLACK
CMYK  0 / 0 / 0 / 100
RGB  0 / 0 / 0
HEX  000000
BLACK  100%   

MRC BLUE
CMYK  85 / 24 / 0 / 0
RGB  0 / 150 / 214
HEX  0096D6
PANTONE  2925

TALEA GREY
CMYK  0 / 0 / 0 / 60
RGB  128 / 130 / 133
HEX  808285
BLACK 60%  

TALEA PINK
CMYK  0 / 80 / 58 / 0
RGB  241 / 91 / 93
HEX  F15B5D

MYOSA DARK BLUE
CMYK  76 / 26 / 0 / 67
RGB  0 / 69 / 101
HEX  004565
PANTONE  303  

MYOSA MEDIUM BLUE
CMYK  85 / 24 / 0 / 50
RGB  0 / 89 / 130
HEX  005982
PANTONE  7691

BLACK
CMYK  0 / 0 / 0 / 100
RGB  0 / 0 / 0
HEX  000000
BLACK  100%   

MRC BLUE
CMYK  85 / 24 / 0 / 0
RGB  0 / 150 / 214
HEX  0096D6
PANTONE  2925

鼻呼吸の確立 鼻呼吸と舌位の改善を開始 鼻呼吸と舌位の改善を開始

鼻呼吸と舌位の改善を継続鼻呼吸と舌位の改善を継続

鼻呼吸と舌位の確立鼻呼吸と舌位の確立保定

歯列弓の拡大
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3JAPAN - 日本総代理店
株式会社 オーティカ・インターナショナル
〒160-0022 東京都新宿区新宿1-9-5-4F  
Ph: +81 3 3353 3676 
Fax: +81 3 3353 3830
order@orthika.jp

EUROPE
Ph: +31 416 651 696
Fax: +31 416 652 745
Toll Free: 00 800 6962 7223
europe.hq@myoresearch.com

AUSTRALIA - HEAD OFFICE
Ph: +61 7 5573 5999
Fax: +61 7 5573 6333 
Toll Free: 1800 074 032 
australia.hq@myoresearch.com


